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◉
５
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

４
月
14
日
㈪
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書　

い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

投
稿
】

陽
炎
と
お
ぼ
し
き
明
か
り
揺
ら
め
き
ぬ

　
　
　

や
が
て
は
消
え
て
寒
き
雨
ふ
る　

独
活
山
強
実

「
あ
り
が
と
う
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

　
　
　

役
目
を
終
え
た
学
び
舎
に
告
ぐ　

佐
藤　
　

直

コ
ト
コ
ト
と
レ
ー
ル
の
間ま

ほ
ど
の
こ
の
世
に
も

　
　
　
　
　

出
会
ひ
し
家
族
の
幾い

く
と
せ年

よ　

柳
瀬　

一
徳

花
祭
り
小
さ
な
釈
迦
に
甘
茶
か
け

　

西
村　

宗
雪

五
月
と
も
九
月
と
も
い
う
凶
予
言

　
　
　
　
　
　

白
梅
の
花
青
空
に
向
う　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

源
水
の
大
河
と
な
り
て
花
街
道　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

集
ま
っ
て
歌
っ
て
踊
り
春
よ
来
い　
　
　

寺
本　

芳
寛

鴨
鳴
く
や
銃
口
暗
き
火
縄
銃　
　
　
　
　

島
津
余
史
衣

旅
の
傘
た
た
め
ば
花
の
零
れ
け
り　
　
　

伊
井
寸
美
子

乳
牛
の
乳
房
重
し
や
春
の
月　
　
　
　
　

山
本　

仁
恵

※時間や場所は変更になる場合があります。詳しくは問い合わせください。

サークル名 開催日時、場所 活動内容

サークル
「めだかっこ」

毎週火曜日 10時～12時
子育て支援センター

未就園児と保護者が対象のサークルです。自由遊び
や製作、運動遊びなどを行っています。予約すると
有料で給食の試食をすることができます。

サークル
「おんぶに抱っこ」

毎週金曜日 10時～15時
町立児童館

未就園児と保護者が対象のサークルです。親子健康
教室やおっぱい相談もありますので、子育ての不安
や悩みも気軽に相談できます。

ベビーサークル
「あっぷっぷ」

毎月第２・第４水曜日 10時～12時
子育て支援センター

生後２か月～12か月の乳児と保護者を対象にベビー
マッサージやふれあい遊びなどを行っています。

マタニティサークル
「ポコ・ア・ポコ」

毎月第２木曜日 10時～12時
オークホール和室

助産師さんと一緒に妊娠中の生活などを楽しく学び
ます。産後ママの参加もお待ちしています♪

【子育て支援センター４月の主な予定】
★ 　▷８日／新年度スタート　▷15日／虹の会読み聞かせ（給食）
　▷22日／こいのぼり製作（給食）　
★ 　▷11日／虹の会読み聞かせ　▷18日／親子健康教室・おっぱい
　相談　▷25日／ペッタンアート
★ ▷９日　▷23日／虹の会読み聞かせ
★ 　▷10日

【サークルの紹介】

　詳細は「おんぶに抱っこ通信」で確認ください。「おんぶに抱っこ通信」は添田町役場などで
入手でき、添田町子育て情報ポータルサイト「のびのびそえだっこ」にも掲載しています。
　問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）　添田町大字落合984番地くるみ保育園２階

↑のびのび
   そえだっこ

添田町地域子育て支援センターからのお知らせ
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　子育て支援センターは保育所や幼稚園に通っていない親子が交流を深めたり、楽しく遊んだりできる
施設です。くるみ保育園の２階にあり、保育士が常駐して子育ての不安や悩みも相談できます。絵本の
読み聞かせや、工作、保健師や助産師からのアドバイスを受けることができるサークルも定期に開催し
ています。日曜、祝日を除く10時から16時まで開いていますので、気軽に遊びに来てください。

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎ 82-1236）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

　

田
川
市
郡
に
は
19
件
の
国
指
定
文
化
財
が
あ
り
、
そ
の
半
数

以
上
が
添
田
町
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
歴
ま
ち
コ
ラ
ム

は
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
英
彦
山
中
岳
山
頂
に
あ
る

英
彦
山
神
宮
上
宮
の
保
存
整
備
工
事
に
触
れ
ま
す
。

こ
の
頃
か
ら
祈
り
の
場
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
社
殿

は
い
く
ど
も
焼
失
し
ま
す
が
、
そ
の

た
び
に
先
人
た
ち
に
よ
っ
て
再
建
さ

れ
、
現
在
ま
で
守
り
継
が
れ
て
き
ま

し
た
。
近
年
で
は
、
地
震
や
豪
雨
な

ど
の
自
然
災
害
で
倒
壊
の
恐
れ
が
生

じ
、
英
彦
山
神
宮
が
中
心
と
な
り
、

保
存
整
備
工
事
に
取
り
組
み
、
令
和

７
年
秋
頃
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
工
事
業
者
に
よ
る
と
、
安
全

を
確
保
す
る
た
め
最
善
の
方
策
を
尽

く
し
て
も
、
や
は
り
山
頂
と
い
う
厳

し
い
自
然
環
境
で
強
風
な
ど
に
よ
り

部
材
の
一
部
が
剥
が
れ
落
ち
る
な
ど
、

大
変
危
険
な
現
場
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、
山
頂
周
辺
が
立
ち
入
り

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
指
定
文
化
財
19
件
の
内
訳
は

田
川
市
が
２
件
、
香
春
町
・

川
崎
町
・
福
智
町
・
赤
村
が
各
１
件
、

添
田
町
が
13
件
で
、
添
田
町
の
件
数

は
群
を
抜
い
て
多
い
こ
と
が
分
か
る

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
地
域
の
方
々
が

地
元
で
大
切
に
守
り
残
さ
れ
て
き
た

も
の
を
後
世
へ
確
実
に
継
承
し
て
き

た
「
努
力
の
賜
物
」
と
言
え
ま
す
。

町
内
に
は
国
指
定
文
化
財
の
13

件
以
外
に
も
多
く
の
文
化
財

が
大
切
に
守
り
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
中
元
寺
の
諏
訪
神
社
に
生

育
す
る
県
指
定
文
化
財
の
天
然
記
念

物
「
イ
チ
イ
ガ
シ
」
は
幹
に
大
き
な

損
傷
を
受
け
、
近
年
は
生
育
状
態
が

悪
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の

方
々
が
樹
木
医
と
協
力
し
て
治
療
し

た
こ
と
で
生
育
状
態
が
良
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
各
地
域
の
祭
礼
で

は
道
具
類
の
新
調
や
修
理
な
ど
が
行

わ
れ
、
お
祭
り
が
継
続
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
英
彦
山

中
岳
山
頂
に
あ
る
英
彦
山
神

宮
上
宮
の
保
存
整
備
工
事
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
英
彦
山
は
国
の
「
史
跡
」

と
い
う
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

上
宮
は
「
史
跡
」
の
歴
史
的
な
価
値

を
示
す
重
要
な
文
化
財
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
面
か
ら
は

一
つ
の
建
物
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

側
面
か
ら
見
る
と
宝
殿
と
拝
殿
の
二

つ
の
建
物
が
並
ん
で
お
り
、
奥
側
の

宝
殿
は
天
保
13（
１
８
４
２
）年
、
拝

殿
は
弘
化
２（
１
８
４
５
）年
に
佐
賀

藩
主
の
鍋
島
斉
正
が
再
建
し
た
も
の

で
す
。
上
宮
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み

ま
す
と
、
久
安
元（
１
１
４
５
）年
に

お
経
が
奉
納
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
、

守
り
継
が
れ
る
文
化
財

英
彦
山
神
宮
上
宮
の
保
存
整
備

群
青
の
山
並
は
る
か
芝
桜　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

若
人
の
添
う
て
春
呼
ぶ
手
風
琴　
　
　
　

立
花　

克
明

春
い
く
度
東
北
の
声
悲
し
け
り　
　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

空
中
散
歩
ニ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
ス
ロ
ー
プ
カ
ー　

原
田
祥
二
郎

町
内
に
１
０
０
年
以
上
の
椎
茸
園　
　
　

原
田　

順
子

HAPPY
BIRTHDAY

笑顔が癒しのおとちゃん、お誕生
日おめでとう。３歳もたくさん楽
しいことしようね！ダイスキ！

荒木 捺
おと

都 ちゃん 
４月15日生 ❸・峰地

送信先 koho@town.soeda.fukuoka.jp

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

５月生まれの締め切りは
４月14日㈪です。

問 役場総務課広報・秘書係 (☎ 82-4000)

【文・西山紘二学芸員（商工観光振興課歴史文化財係）】 ↑工事中の英彦山神宮上宮（令和６年10月撮影）


